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ライフサイエンスにおける新たな電子顕微鏡技術の展開	
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講演要旨	
 

近年、生体試料を急速凍結固定することにより、重金属による試料の固定、有機溶媒による脱水、

樹脂への置換をすることなく生体内に近い状態で細胞や組織を電子顕微鏡で観察することが可能

になっています。	
 

また、顕微鏡法から得られる情報は元来２次元の画像ですが、それを３次元データに拡張しよう

という試みは正常進化であり、ごく自然な流れです。電子顕微鏡においても、近年、いくつかの手

法による３次元構造解析が注目され、ライフサイエンスに適用されつつあります。	
 

本講演では、ライフサイエンスに於ける電子顕微鏡技術のトレンドを概説するとともに、注目さ

れている①Cryo 電子顕微鏡法、②Volume3D	
 Imaging、③Correlative	
 Microscopy（蛍光顕微鏡と電

子顕微鏡の相関顕微鏡法）を事例とともに紹介します。	
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